


文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業(一般型）」

平成27年

12月9日 水 13：00～16：30　　 　大阪市立大学 杉本キャンパス     　　  学術情報総合センター10階 大会議室 （大阪市住吉区杉本3-3-138）

休憩　14：30～14：40

清田 匡　　       
福原 宏幸      経済学研究科長
金澤 真理      法学研究科長
小田中 章浩      文学研究科長
保尊 隆享      
日野 泰雄       工学研究科長
荒川 哲男       医学研究科長
小山田 浩子      看護学研究科長
西川 禎一       生活科学研究科長
柏木 宏　　       

開会　13：00～13：20

開会挨拶    西澤 良記 　　　　　
来賓挨拶    文部科学省     予定　　

大阪市立大学 副学長（男女共同参画担当）

元日本大学総合科学研究所 教授
（女性研究者支援推進ユニット長）
日本大学薬学部薬学研究所 上席研究員

大阪府立大学 女性研究者支援事業プログラム
オフィサー、大学院人間社会学研究科 教授

大阪市立大学 女性研究者支援室 室長 
大学院工学研究科 准教授

大阪市立大学 副学長 
女性研究者支援室運営委員会委員長

積水ハウス株式会社 経営企画部 
ダイバーシティ推進室 部長

大阪市立大学  女性研究者支援室運営委員会委員
大学院生活科学研究科 准教授

先進的事例の紹介　14：40～15：10
「女性研究者支援はダイバーシティの礎
　　　　　　　　～大阪府立大学の取り組みから～」
　　     田間 泰子 
「女性活躍を組織の成長力に
                                    ～ダイバーシティの視点から～」
               小谷 美樹 

事業報告　14：10～14：30 
「女性研究者研究活動支援事業報告と今後の取り組み」
　　　宮野 道雄

大坪 久子

「ダイバーシティ時代の女性
　　　　　　　　～新しい風をおこすために～」

閉会　16：25～16：30
閉会挨拶　大嶋 寛

パネルディスカッション 　15：10～16：25
「女性の活躍推進とワーク・ライフ・バランス」
司　　会： 服部 良子 
パネリスト：  大坪 久子　
              田間 泰子 
                小谷 美樹 
              鍋島 美奈子
各部局長からの応援メッセージ　

基調講演　13：20～14：10
日本大学薬学部薬学研究所 上席研究員

大阪府立大学 女性研究者支援事業
プログラムオフィサー
積水ハウス株式会社 経営企画部
ダイバーシティ推進室 部長

大阪市立大学 学長

創造都市研究科長

理学研究科長

経営学研究科長

プログラム
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Searching for Excellence & Diversity
A Guide for Search Committee Members 
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(ADVANCED Version)
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Dual Career Couples Hiring
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Source: Academic Personnel Records, UC Berkley, 1984-2008.
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